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新型インフルエンザ患者発生時の学校等の対応について 

 

 

   経 過    
○ 現在、全国的に新型インフルエンザが流行している状況にあり、本県においても同様

の状況にある。 
○ また、感染拡大の場となりやすい学校がまもなく新学期を迎えることを受け、今後、

感染が急激に拡大することも懸念される。 
○ このため、新型インフルエンザ患者発生時の学校等の臨時休業の対応について県とし

ての要請基準を次のとおり定めるものである。 
 
 

   対 応    
１ 学校等 

インフルエンザ様症状を呈して欠席した者及び登校者で同様の症状を呈している者

が同一学級内で概ね２割以上確認された場合、原則として当該学級の５日間程度の閉鎖

を要請する。 
感染の急激な拡大を防止する上で特に必要と認められる場合は、上記に関わらず必要

な措置を講ずるものとする 

（＊「学校等」とは、学校教育法に定める幼稚園、小学校、中学校、中等教育学校、高

等学校、特別支援学校等をいう。） 
 

〈参 考〉 
 状 況 対 応 

① 
り患児童・生徒の発生が確認された場

合 
当該児童・生徒の出席停止 
（解熱後２日目まで） 

② 
同一学級内でインフルエンザ様症状の

欠席者等が２割以上確認された場合 
当該学級の閉鎖を要請 
（休業期間:５日程度) 

＊ 臨時休業解除後のインフルエンザ様症状を呈している生徒には個別に出席停止で対応する 
＊ 休業期間を終了しても、生徒が登校できないことにより学校運営に支障をきたす場合には、臨時休

業の延長を検討する 
＊ インフルエンザ様症状とは、３８度以上の発熱・鼻汁もしくは鼻閉、咽頭痛、咳等の症状をいう 

 
 



２ 保育所等社会福祉施設（通所施設）等 

原則として、臨時休業の要請は行わない。 
感染の急激な拡大を防止する上で特に必要と認められる場合は、上記に関わらず必要

な措置を講ずるものとする。 

（＊「保育所等社会福祉施設（通所施設）」とは、保育所、老人デイサービスセンター、

知的障害児通園施設、放課後児童クラブ（放課後児童健全育成事業）等をいう。） 
 

〈参 考〉 
 状 況 対 応 

① り患児童等の発生が確認された場合 
当該児童等の通所停止 
（解熱後２日目まで） 

② 
同一学級内でインフルエンザ様症状の

欠席者等が２割以上確認された場合 
＊臨時休業の要請は行わない。 
 

 
 

  施 行 日   
平成２１年９月１日（火） 

  
 




